















La2CuO4.8 (8=0) は いわゆ るLa系 酸化物高温超 伝津 体 (Tc<40K)の母体 とな
る反強磁性絶縁体 (TN- 300 X) で あ りアル カ リ土頬 金属 M(=Sr,Ca,Ba,) でのLa置
換 に よるホール ド-フ●に伴 い反強 磁性秩序 が消失 し超伝 導の現れ るこ とが知 られ
て い る.
一 方､ 高圧酸素焼鈍 に よ り余剰 較兼 を津入 (6->0)した場合 二相分 離 を起 こ し
反強 磁性相 と超伝祷相 に分かれ ることが示 唆 されて いる. この ことか ら余剰較素
の果 たす役割 には興味 が もたれ る. ここで は最高 400barまでの高圧酸素焼鈍 に
よる余剰酸素導入 に関連づ けて (Lal-xM,)2CuO‥ 8 (M:Sr.Ca)の超伝導 ･常伝導
特性 を比抗率､ 帯 磁率､ Ilall効果測定 よ り系統 的に調べ 次の結果 を得た.
① 高圧較素焼鈍 した (Lal_XMx)2CuOJ.6L (M=Sr,Ca,:0≦x≦0.075) にお け る
置換強度 x に対す る Tc,ホール 強度 nの関係 を言羊しく調べ 相図 を作成 した｡
この相国によれば余剰酸素は x の小 さい範域で顕著な ホール濃度の増加 を t'た
ら し､ これが Tcに与 える影響 は相図上で x=0.01近 傍 を鳩 に異な る傾 向 を示す..
x≧0.02では従来報告 されて いるTc対 n の相 聞曲線上 にの るよ うなTcの増加 を
もた らすが x≦0.01で はホール 渦度の増加 に も拘 らず Tcはあ る値以上 には増加
しな いことがわか った｡
② 余剰酸素 を含む La2CuOl.6-を高温 Tq (X) か ら急冷す ることに よ り徐冷
した場合に比べて Tc の減少､ 常伝韓特性の変 化が見 られた｡ これ らの変化 が現
れ る場合のTqの下端は 200Xと 250Xの間 にあ るこ とがj)か った.
③ La2CuOJ.S の常伝導 抵抗 率の奇妙 な温度変化特性 は余剰触素量 Sと関連
があ る.
⑥ 感度 を上げて行 な った La2CuO一.Sの帯 磁率 測定 の結果 には 48 X付近 に
従来 の報告にない反磁性 シグナル が現れた. これは 虹抗率の温度変化 に現れ る48
Xの ヒー タに対応 して い ると考 え られ る.
①～③に関 しては余剰較素の拡散 によ る相分弧 にrRl連づ けて考 えるこ とがで きる
と思 われ る.
30.高圧,パルス強磁場下におけるルビーのZeeman分裂
山 本 兼 司
高圧の突放装置 として現在､ 世界中で使 われているものにダイヤモン ドア ン
ビルセル (以下D.A.C.)が挙 げ られ る｡ D.A.C.は扱 うのに特別な技術を必要 と




しか し磁場下で突放をおこな うには､ D.A.C.の大半の部分が金属 で構成 されて
いるために､強磁場下での電磁誘噂 に よる反磁場や誘墳電流による発熱が問題
となる｡ 従 って現在行われてい る強磁場下 での高圧実験 はその全て が静磁場 を
放用 しての実験であ り､ パル ス磁場 中での実駿には例が見 られない｡ そこで我
々はパルス磁場 と高圧の･カップ リングを計画 し､絶縁体 であるジル コニアセ ラ
ミックスを本体 に使用 したD.A.C.を制作 した｡
ル ビーはD.A.C.を用いた高圧実験 の際の圧力検定物質 として重要 な物質であ
り､ また レーザーの材料 として も重要 であ る｡ その赤い蛍光は不純物 として ア
ル ミナ中に ドー ピングされたCrイオ ンによ って作 られるレベルの発光 によるも
のである｡ 結 晶桝道はCorundum構造 を とり､ 結晶中でCrイオ ンは酸素 イオンに
^面体状 に取 りまかれている｡ この(CrO6)9~八面体の対称性はTrisonalであ り､
Crイオンのサイ トに形成 され たTrigonalFieldによって､Crイオンのス ピンは
Trigonalixisの方向に向け られてい る｡ これはル ビーがIsing型 の ス ピンを持
っていると見なす窮がで き､ この事か ら磁 性光学の面か らも興味深 い物質 とな
っている｡
今回の実駿では､ 上述のセ ラ ミックD.A.C.を使 って77K､7GP8､35Tとい う過
去に例のない校合極端条件下で ､ ル ビーのR線 のZeenan分裂 をC〝H及 びC⊥Hの配
置で観測 した｡ その結果､C/lHの配匿では励起状旗である2再及 びEのgの値が高圧
下で僅かに変化 し､Crイオンのサイ トのTrigonalFieldが減少 して い る部が観
測 された｡ また､C⊥Hの配置で は､ ス ピンの性格が磁場 と共にlsing型か ら自由
スピンに近ずいて行 く､P8Chen-880k効果 の圧力依存性を羽べ たが､ 観測で きる
範囲内では変化 は見 られなか った｡
31.Y系酸化物高温超伝導体のNMR
星雲 臣∃廟 jiJ 崇
l 也C U糸 のCuuL,rbJの C u サ イ ト tC u t2) サ イ ト) に 対 す る不 純 物 効
果, 及 び 磁 場 効 果 につ い ての研 究 を行 っ た.
Cuへ の Zn不 純物 置換 に よ り'Z'iは, 1% の 壷 換 で 79K, 2% の 雀換 で 6
8Kと大 き く減 少 す る. この と き7;.以 上 で Zn近 傍 のCu (2)サ イ トの 1/
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